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１．計画の対象地区の範囲・計画の策定主体 

� 計画の対象地区の範囲：白須賀第２自治会 ※世帯数：226 世帯、人口：514 人（令和 7年 11 月末現在） 

� 計画の作成主体：白須賀第２自主防災会 

 

 

出典：湖⻄市ハザードマップ 
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２．基本的な考え方 

（１）基本方針（目的） 

 

 

 

（２）活動目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）活動計画（年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

� 命を守るための津波避難訓練を実施 

～土砂災害リスクを想定した複数の避難路の検討～  

� 津波到達時間までに確実な避難ができるように訓練を継続して実施 

� 地域住民の積極的な訓練参加 

� 若い世代が訓練に参加してもらえるような工夫 

� 避難場所（経路）の土砂災害リスクを認識し、複数の避難場所（経路）を想定 

� 地域住民の防災意識の醸成と共助の関係性の構築 

� 要配慮者（高齢者や障がい者等）に対する避難支援の検討 

� 白須賀地区全体としての防災意識向上に係る取組みの推進 

・年３回防災訓練を実施 

� 総合防災訓練：９月１日（防災の日） 

【実施内容】津波避難訓練、炊き出し など 

 

� 地域防災訓練：12 月第 1 日曜日（静岡県・地域防災の日） 

【実施内容】津波避難訓練、炊き出し、簡易トイレの組み立て 

      応急手当訓練、消火訓練（水消火器）、など 

 

� 夜間防災訓練：３月 11 日（東日本大震災発生日） 

【実施内容】津波避難訓練 など 

 

� 倉庫点検（定期的に実施） 

� ①４月、②６月、③８月、④10 月、⑤11 月、⑥３月 
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３．地区の特性 

（１）自然特性 

    

 

 

 

出典：静岡県 GIS（地質情報） 

出典：静岡県 GIS（旧版地形図（大正測量）） 

� 南は海（遠州灘）に面していて、北は山がある。 

� 北に高台（山）があるため、津波から逃れる避難場所はあるが、土砂災害のリスクも

あり、複数の避難場所や避難経路を事前に想定することが重要となる。 

高位段丘堆積物（礫層） 

砂質地盤 
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（２）社会特性 

    

 

 

 

＜地域災害史＞ 

 白須賀宿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� 少子高齢化が進行していて、高齢化率は 60％程度。 

海岸付近にあった元の白須賀宿(現在の湖西市元町)には 1,498 年の明応地震津波や高波

で全村流出し 7人の者が坂の上に移住したとの言い伝えがあります。また 1,605 年の慶長地

震津波では「津波が宿に流入し、人は溺れ、山に逃げたもののみ助かり牛馬は死んだ」と林

羅山が当時の白須賀宿の主人に聞いた話としての記録が残っています。（羅山先生文章）

1,707 年の宝永地震津波などによって段丘の下・海岸沿いにあった「宿場」は大きな被害を

受けたため、宿場は 1,708 年に江戸幕府からの助成を受け現在の台地の上に移転しました。 

出典：静岡県 GIS（地域災害史） 
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長谷元屋敷遺跡 

 

 長谷元屋敷遺跡は、汐見坂より西側の海浜沿いにあります。波打ち際から 150m 入った海抜

5～6m の砂浜に村がありましたが、1707 年宝永地震 M8.6 の津波で被害を受け、吉田藩からの

借入金を得て台地上の今日の長谷に移転しました。長谷元屋敷遺跡の調査により「古文書」・

「伝承」による地震津波とともに、さらに古い津波や高潮の痕跡が科学的にも解明されてき

ています。 

出典：静岡県 GIS（地域災害史） 
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（３）災害特性  

・詳細は「湖西市津波防災地域づくり推進計画」で確認。 

  ※市ウェブサイトに公開 

 

 

 

 

 

①地震 

a.震度分布 

本市では広い範囲で震度7の揺れが想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土数値情報、市データ 

 

◀詳しく

は こ ち

ら 

震度分布 
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b.液状化 

  地区の液状化の可能性は「大」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土数値情報、市データ 

 

 

出典：静岡県 GIS（液状化） 

  

 

 

液状化分布 
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c.津波被害 

� 南海トラフ巨大地震による津波被害①（出典：湖西市津波防災地域づくり推進計画） 

駿河湾から遠州灘にかけて、沿岸地域で地震による隆起で津波が発生し、湖西の海岸に短い時間

で津波が到達します。津波到達時間として、地震発生後 24 分で沿岸部の既存堤防・バイパスを越え

ると想定され、地震発生から 5 分ほど揺れが継続するため、19 分間で避難を完了する必要がありま

す。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

出典：静岡県 GIS（静岡県第 4 次地震被害想定（津波浸水）） 

＋50 ㎝ ＋1m ＋3m ＋5m 
＋10m 

（堤防越流） 
＋15m 

（最大津波） 

7 分 9 分 13 分 23 分 24 分 28 分 

本市沿岸の津波の到達最短時間（上段：沿岸津波高、下段：到達時間） 

出典：静岡県第 4 次地震被害想定（第一次報告）（平成 25 年 6 月） 
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� 南海トラフ巨大地震による津波被害②（出典：湖西市津波防災地域づくり推進計画） 

静岡県第 4次地震被害想定の津波シミュレーション結果では、本市におけるレベル１津波は最大７ｍ、レベル２津波は最大１５ｍと想定

されています。遠州灘からレベル１海岸堤防を乗り越えて市街地側に進入したレベル２津波は、白須賀地区において減衰せず集落をのみこ

み、山にぶつかります。 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

地形標高
水位

レベル 2 津波による湖⻄市沿岸域（新居地区）の浸水状況断⾯図 
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� 本市沿岸域の現状①（出典：湖西市津波防災地域づくり推進計画） 

沿岸域の現状は、海岸（浜名港海岸新居地区・新居海岸・湖⻄海岸）と海岸防災林（保安林）の間に国道 1 号バイパス（浜名バイパス・潮

見バイパス）が整備されています。沿岸域において、既に国道 1 号バイパス海側にレベル１津波に対する海岸堤防が整備済み（TP＋8.0）です

が、レベル 2 津波は、国道 1 号バイパスを乗り越えるほか、バイパス高架区間を通り抜けて、市街地側に侵入します。 
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� 本市沿岸域の現状②（出典：湖西市津波防災地域づくり推進計画） 
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②土砂災害 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土数値情報、市データ 

 

出典：静岡県 GIS（土砂災害（特別）警戒区域）  

 

土砂災害（特別）警戒区域 

地区内に複数の土砂災害警戒区域が

あり、津波の避難場所が区域に該当し

ている箇所がある。 
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③水害（河川氾濫） 

準用河川の「坊瀬川」が地区の北部を流れている。 

出典：湖⻄市地域防災計画 

 

 

出典： 静岡県 GIS（洪水浸水想定区域） 

 

 

坊瀬川は洪水浸水想定区域が県により

指定されている。 
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（４）防災マップ 

指定避難所：白須賀小学校 

津波避難場所：高台（複数個所） 

  

現在は使用

していない 

神明神社 

出典：湖⻄市ハザードマップ 
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４．防災活動の内容 

（１）防災活動の体制 

   

 

 
役  職 町内 氏  名 電話番号 住 所 備 考 

自主防災会長 元町東   白須賀 年目 

副会長 宮本   白須賀 年目 

自主防災代表委員 汐見坂   白須賀 年目 

自主防災委員 

元町東   白須賀 年目 

宮 本   白須賀 年目 

元町中   白須賀 年目 

坂 下   白須賀 年目 
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（２）平常時の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）発災直前の活動（風水害時のみ） 

 

 

 

（４）災害時の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自助に関する活動＞ 

� 自宅の耐震化や家具固定など、家庭内における危険個所の確認と改善 

� 食料・飲料水、簡易トイレ等の日用品の備蓄（※1週間分が望ましい） 

� 非常持ち出し品の用意 

� 津波避難場所・指定避難所の位置と経路の確認 

� 避難経路の閉塞を考慮し、津波避難場所まで複数の避難経路を検討 

� 家族同士の安否確認方法の決定・共有 

� 情報収集と通信手段確保 など 

＜共助に関する活動＞ 

� 自主防災組織における防災活動体制作り 

� 要配慮者（高齢者や障がい者）に関する情報収集と避難支援の検討 

� 地域における防災人材の育成（若い世代の参加を促進） 

� 地域住民への防災情報の周知 

� 津波避難訓練の継続的な実施 

� 防災倉庫の整備・管理、備蓄品の充実 

� 災害時の危険箇所の点検、指定避難所・避難経路等の確認 など 

＜住民の避難行動の流れ＞ 

� 強い揺れが収まったらすぐに避難（強い揺れを感じなくても「津波注意報」や「津

波警報」、「大津波警報」が発表されたら避難） 

（自分自身の安全確保） 

・同報無線、防災ほっとメール、テレビ、スマホ等で正確な災害情報を入手 

（近隣の安全確認） 

・自らの命を最優先に隣家への声掛け（特に要配慮者（高齢者、障がい者等）） 

（津波避難場所に避難） 

・非常持ち出し袋を持って津波避難場所に避難 

※避難に支障が少なそうな避難経路をあらかじめ複数想定 

（安否確認） 

・家族、地域住民の安否確認 

� 災害種別や警報、避難情報の度合によって、どのような動きをするべきか事前に

確認・想定しておく 
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（５）復旧・復興期の活動 

 

 

 

 

（６）市、消防団、各種地域団体等との連携 

 

 

 

 

 

５．実践と検証 

（１）防災訓練の実施・検証 

 

 

 

 

（２）防災意識の普及啓発 

 

 

 

 

（３）計画の見直し 

 

 

 

 

 

 

� 現状の津波避難訓練等を継続的に実施し、今後、本計画の内容を実行するために

どのような改善や新たな取組が必要となるか検討する。 

� 避難所運営を他地区と協力して行う。 

� 被災状況によっては、長期に渡る避難所生活が強いられる場合があるため、炊き

出しや支援物資の運搬など、地域で協力して復旧・復興に向けた活動を行う。 

� 防災を考える上で、自助としての個人の備えが重要となるため、地域住民の防災

意識の普及啓発に努め、地域でできることを話し合う。 

� 計画は作成するだけでなく、定期的に見直すことが重要。年に１回を目安に計画

の内容を見直す。 

� 市の関係部署、消防団、各種地域団体等との連携・協力は重要になるため、事前

の関係構築に努める。 

� 地区内で、協力や活躍の期待される事業者がいないか確認する。 
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６．意見交換会の概要 
 

意見交換会の実施 令和 7 年 10 月 26 日（日）開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

            意見交換会（宮本集落センター） 

 

＜地域防災指導員による防災出前講座＞ 

 

 地域防災指導員による防災出前講座を活用した意見交換会を開催し、南海トラフ地震

の概要や湖西市の被害想定、自主防災組織の役割を理解していただいた上で、ＤＩＧ（災

害図上訓練）を実施しました。 

地区における防災の強み・弱みについて考えていただき、その課題に対して共助（地域

の助け合い）の取組として何ができるか、グループワーク形式で意見を出し合いました。 
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＜出前講座の内容①＞ 
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＜出前講座の内容③＞ 
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＜出前講座における意見まとめ＞ 
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＜グループ①＞ 

 

＜ふりかえりシート＞ 

大地震が発生した時にどんな被害が想定されますか？ 

� 津波、土砂災害、液状化 

� 火災、家屋の倒壊（非耐震化）、道路寸断 

地区特有の強み、弱みはそれぞれ何がありますか？ 

（強み） 

� 高台が多い、防災意識が高い 

� 地域のつながりが強い（挨拶ができる）、外国籍の方と仲が良い 

� 浜名湖カントリークラブがある（災害時に協力が得られる） 

� 道の駅がある（人がいる、飲食物がある） 

（弱み） 

� 海が近い、土砂災害の危険性がある 

� 避難路が閉塞する可能性がある、若者が少ない 

� 古い家が多い、空き家が多い 

それらに対する防災上の課題は何ですか？ 

� 津波避難施設（タワー）や防潮堤が必要 

� 安全な避難経路の整備が必要、指定避難所（白須賀小）まで遠い 

� 高齢者（避難行動要支援者）の避難支援、避難所におけるペットの取り扱い 

課題に対して、共助として何ができますか？ 

� 日頃からの声掛け 

� 避難行動要支援者の確認 

� 避難体制の構築（地域で集まっての話し合い） 
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＜グループ①（白地図への災害リスク等の書き込み）＞ 
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＜グループ②＞ 

 

 

＜ふりかえりシート＞ 

大地震が発生した時にどんな被害が想定されますか？ 

� 津波（15ｍ）、土砂災害 

� 液状化、火災、家屋の倒壊（非耐震住宅） 

地区特有の強み、弱みはそれぞれ何がありますか？ 

（強み） 

� 人（組）のつながりがある 

（弱み） 

� 高齢化率が高い 

� 高台へ避難する際に経路が塞がれている可能性がある 

それらに対する防災上の課題は何ですか？ 

� 高齢化により自助・共助が機能しづらい 

� 避難場所はあるが、土砂災害により経路が塞がれ命が守れない可能性がある 

課題に対して、共助として何ができますか？ 

� 津波避難タワーの整備（各町内に 1 箇所）が必要 

� バイパスへの避難階段設置 

� 避難に係る道路整備 
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＜グループ②（白地図への災害リスク等の書き込み）＞ 



７．参考資料 

令和７年度｢白須賀第２自主防災会｣覚え書き 
 

役員構成  

◎役員：自治会長、副自治会長、自主防災委員(５名)、町内会長(５名)、 

婦人部長(１名)、保健推進員(１名)、保健推進協力員(１名) 

○会長：自治会長   副会長：副自治会長 

◇災害発生時における応急活動(緊急対応)及び平常時の防災活動の指揮を行う。 

○防災委員(代表１名、委員４名) 

 ◇委員代表を中心に、災害発生時における応急活動(緊急対応)及び平常時の防災倉

庫内の備蓄資機材の点検、始動確認などの防災活動を行う。 

○防災関係者 町内会長５名、婦人部長１名、保健推進員１名、保健推進協力員１名 

 ◇災害発生時における応急活動(緊急対応)及び防災訓練の実施指導に従事する。 

 

 以上１５名には、自主防災活動の運営に従事するための防災ヘルメットを貸与する。 

 

 

防災倉庫の点検と資機材一覧 

◎資材の数量：裏面の通り(防災倉庫点検簿) 

◎防災委員代表は、年度当初に隔月を目処に点検日の予定を定める。 

 ◇防災訓練を踏まえた年間計画とする。 

①４月(役員引継ぎを兼ねた点検の仕方と当番の確認)⇒正副自治会長・町内会長 

の立ち会い 

②６月(当番の防災委員)⇒自治会長の立ち会い 

③８月(防災訓練の準備と打合せ) ⇒正副自治会長の立ち会い 

④１０月(当番の防災委員) ⇒副自治会長の立ち会い  

⑤１１月(１２月の地域防災訓練の準備と打合せ) ⇒正副自治会長の立ち会い 

⑥３月(新旧自主防災委員引継ぎ)⇒令和７・８年度正副自治会長の立ち会い 

 

 

防災訓練 ※実施内容や方法などについては、正副自治会長、自主防災委員などの 

関係者で協議する。 

◎９月⇒２区の地区民による訓練(訓練場所は未定) 

◎１２月⇒２区の地区民による訓練(訓練場所は未定) 

◎３月１１日⇒２区の地区民による訓練(訓練場所：各町内の津波避難場所) 
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資料 

白須賀第２自主防災会・防災倉庫点検簿 
◇点検実施者  

役職     氏名                                 

役職     氏名           

区  分 品  目 数 量 品  目 数 量 

情報伝達用具 電池メガホン 2  衛星携帯電話(会長宅) 1  

初期消火用具 粉末消火器 0  バケツ 33  

砂袋 500  可搬ポンプ 

(移動式 1・固定式 1) 2  
ホース 16  

救出用具 バール 6  梯子(はしご･脚立) 2  

のこぎり 3  斧・なた 4  

スコップ 10  つるはし 6  

くわ 3  箕(み・竹み) 6  

ペンチ・プライヤー 2  鉄線はさみ 2  

大ハンマー･掛矢 7  一輪車 3  

ロープ(200m) 3  投光器 2  

リヤカー 0  ジャッキ 3  

チェーンソー 2  担架(竹担架含む) 2  

救急セット(日付確認) 1     

救護用具 強力ﾗｲﾄ(懐中電灯) 

※(防災倉庫 6･可搬ﾎﾟﾝﾌﾟ小屋 1) 
7  

発電機 デンヨー 

GA-1606U2  
2  

避難生活用具 

 

 

コードリール 2  鍋２・ハソリ３ 5  

受水槽 3  テント 1  

ﾋ ﾞ ﾆｰ ﾙ ｼｰ ﾄ ( ﾌ ﾞ ﾙ ｰｼ ｰ

ﾄ)  
104  

燃料(薪･ｶﾞｿﾘﾝ･混合油) 

※残量確認 ○  

トイレ関係 0  毛布 2  

その他(報告敷材外) ブロアー 1  噴霧器 1  

缶詰パン(非常食)      

◇始動点検等 ※倉庫は貸与資機材（旧消防小屋は 2 区所有物・土地は市所有物） 

点 検 品 点検状況(○付け) 点検記録 

可搬ポンプ(貸与資機材) 良 ・ 修理  

発電機(貸与資機材材) 良 ・ 修理  

チェーンソー 良 ・ 修理  

ブロアー 良 ・ 修理  

電池メガホン 良 ・ 修理  

懐中電灯 良 ・ 修理  

◇その他(点検で気づいたこと) 
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令和７年度 白須賀第２自主防災会 

防災倉庫の点検等実施計画 
点検実施日時 点検担当者 備  考 

４月６日（日） ９：００～ 

☆点検① 

正副自治会長（自主防災会長

･副会長）･町内会長５名 

自主防災委員５名 

年度初めの点検 

◇点検の仕方の確認・当番 

６月８日（日） ９：００～ 

☆点検② 

自治会長（自主防災会長） 

自主防災代表委員 

自主防災委員（元町東・宮本） 

9/1「総合防災訓練」の内容

について（猛暑対策・平日

実施） 

８月 24 日（日）  ９：００～ 

☆点検③ 

 

正副自治会長（自主防災会長

･副会長） 

自主防災委員５名 

防災訓練の準備と打合せ 

９月 １日（月） ８：００～ 

◇防災訓練① 

 

正副自治会長（自主防災会長･副会長）、

町内会長５名、婦人部長、 

自主防災委員５名、消防団、 

保健推進員、保健推進協力員 

中学生・高校生・地区住民 

総合防災訓練(事前周知なし）

◇８時地震発生・訓練開始 

◇とぴあ浜松農業協同組合

元町集出荷場（避難場所 

・訓練場所とする） 

１０月 26 日（日） 9：００～ 

☆点検④ 

 

自治会長（自主防災会長） 

自主防災代表委員 

自主防災委員（元町中・坂下） 

12/1「地域防災訓練」の内

容について 

１１月 30 日（日） ９：００～ 

☆点検⑤ 

正 副 自 治 会 長 （自 主 防 災 会 長

･副会長）・自主防災委員５名 

防災訓練の準備と打合せ  

１２月 ７日（日） ９：００～ 

◇防災訓練② 

正副自治会長（自主防災会長

･副会長）、町内会長５名、 

自主防災委員 5 名、 

婦人部長、消防団、 

保健推進員、保健推進協力員 

中学生・高校生・地区住民 

地域防災訓練(事前周知なし） 

◇８時地震発生・訓練開始 

◇とぴあ浜松農業協同組合

元町集出荷場（避難場所 

・訓練場所とする） 

1３月１１日（水）１９：００～ 

◇防災訓練③ 

正副自治会長（自主防災会長

･副会長）・町内会長５名 

自主防災委員５名・消防団 

夜間防災訓練・サイレン(同報無線）

◇各地区の避難場所 

（高台）に避難する。 

1３月２２日（日） ９：００～ 

☆点検⑥ 

令 和 ７･８年 度 正 副 自 治 会 長

（自主防災会長･副会長） 

令和７･８年度自主防災委員８名 

◇新旧自主防災委員引き継

ぎ会 

 
令和７年度白須賀第２自主防災会役員 

役  職 町内 氏  名 電話番号 住 所 備 考 

自主防災会長 元町東     

副会長 宮本     

自主防災代表委員 汐見坂     

自主防災委員 

元町東     

宮 本     

元町中     

坂 下     
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令和７年９月１日（月） 地域防災訓練（想定：地震・津波）スケジュール 
白須賀第 2 自主防災会 

 時 間 訓 練 名 担 当 者 訓  練  内  容 

 

第 

一

部 

８：３０  正副自治会長 

自主防災委員 

 

○機材や準備物等をＪＡ元町集出荷場へ搬入する。 

飲料水１００本、ごみ袋１０枚、ブルーシート５枚、救急箱、三角巾、 

 ビニール手袋、ハンドマイク、消毒用アルコール、毛布、竹竿、筆記具 

９：００ 

（発災）～ 

 ９：３０ 

避難誘導 町内会長 

町内会組長 

○各地区避難場所（高台避難地）へ避難誘導する。（避難場所として白須賀中学校への避難は

しない。） 

・避難行動への配慮⇒要支援者宅へ確認（安全確認カード等）〈申請者７名〉 

○津波襲来後にＪＡ元町集出荷場に集合する。（９：３０） 

 

第

二

部 

９：３０ 

（集荷場前） 

受付 

救護の仕方 

救助の仕方 

簡易トイレ

の設置の仕

方 

町内会長 

婦人部組長 

町内会組長 

保健推進員 

保健推進協力員 

○人数確認をする。（中学生の参加への対応を行う。）⇒【準備物】：ハンドマイク、筆記具 

【配布物】：参加者に飲料水と乾パンを配布する。 

○応急手当の仕方（三角巾）、簡易担架の組み立てと使用経験 

・中学生の参加あり 

○簡易トイレの設置の仕方 

 

９：３０～ 

 

 

 

 

１０：３０終了 

消火訓練 

機材の操作 

自主防災委員 

消防団第３分団

員（指導） 

○消火訓練：水消火器による消火器の操作の仕方（水消火器１０本） 

○チェーンソー、発電機、ブロアー等の機材操作。 

※訓練や機材操作には中学生の参加あり。 

解散後 

１１：００～ 

備品及び 

消耗品の点

検 

自主防災委員 ○備品、機材等の点検 

○ガソリン、混合油等の残量確認及び補充 

※消防団との協力、中学生の参加 
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令和７年１２月７日（日） 地域防災訓練（想定：地震・津波）スケジュール 
白須賀第 2 自主防災会 

 時 間 訓 練 名 担 当 者 訓  練  内  容 

 

第 

一

部 

7：3０  正副自治会長 

自主防災委員 

 

 

○機材や準備物等をＪＡ元町集出荷場へ搬入する。 

飲料水１００本（湖西市より支給）、ごみ袋１０枚、ブルーシート５枚、救急箱、三角巾、 

 ビニール手袋、ハンドマイク、消毒用アルコール、簡易コンロ、ボンベ、鍋、ひしゃく、 

 寸胴（水入り）、アルファ米５０食×２箱、筆記具 

8：００ 

（発災）～ 

 8：３０ 

避難誘導 町内会長 

町内会組長 

○各地区高台避難地へ避難誘導する。（避難場所として白須賀中学校への避難はしない。） 

・避難行動への配慮⇒要支援者宅へ確認（安全確認カード等）〈申請者５名〉 

○津波襲来後にＪＡ元町集出荷場に集合する。（8：３０） 

 

第

二

部 

8：３０ 

（集荷場前） 

受付 

 

救護の仕方 

 

炊き出し 

町内会長 

 

保健推進員 

保健推進協力員

婦人部組長 

 

○人数確認をする。（中高生の参加への対応を行う。）⇒【準備物】：ハンドマイク、筆記具 

【配給物】：参加者に飲料水と乾パンを配給する。 

○応急手当の仕方（三角巾） 

 

○アルファ米の配給（１００食）⇒湯を沸かし、アルファ米の箱に注ぐ。【準備物】はし、パ

ック、輪ゴム、レジ袋、ビニール手袋、ひしゃく、しゃもじ等を使用する。 

8：３０～ 

 

 

9：３０終了 

消火訓練 

機材の操作 

自主防災委員 

消防団第３分団

員（指導） 

○水消火器による消火訓練。（１０本） 

○消火ホースの連結訓練。 

○チェーンソー、発電機、ブロアー等の機材操作。 

※訓練や機材操作には中高生の参加あり。 

解散後 

１0：００～ 

備品及び 

消耗品の点

検 

自主防災委員 ○備品、機材等の点検 

○ガソリン、混合油等の残量確認及び補充 

※消防団との協力、中高生の参加 
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白須賀第２地区防災計画 

令和 8年 2月策定 

白須賀第 2自治会・自主防災会 


